
会派名 　市議会公明党

１　収　　入 政務活動費 円

２　支　　出

科　　　　目

研 修 費

広 報 費

広 聴 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

合 計

３　残　　額 円

（注）備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。

199,918

40,082

令和６年度政務活動費収支報告書

交通費19,182円、宿泊費20,900円

240,000

（単位：円）

　和歌山県和歌山市

令和7年1月30日（木）～1月31日（金）

大阪府岸和田市

教育相談室・子どもサポートルーム「エスパル」について
調 査 研 究 費 40,082

金　　　額 備　　　　　考

わかやまリノベーションについて



　

　　政務活動費調査旅費精算書

３、参加者　　　市議会公明党、市民クラブ、市民ネット、無会派

４、支出明細

　　　　合　　　　　　　　計

明 細 金 額 領収書番号 備 考

40,082円 

燃料代①

駐車場代 333円 ② 各会派按分

高速代 6,633円 ⑥ 各会派按分

燃料代② 2,482円 ④ 各会派按分

宿泊費　 20,900円 ⑤ 公明党２人分

レンタカー代 9,067円  ① 各会派按分

667円 ③ 各会派按分

１、期日　　　　　令和７年１月３０日（木）～１月３１日(金）

２、視察場所　　大阪府岸和田市
　　　　　　　　　　和歌山県和歌山市



（単位：円）

月日 内訳 金額
公明党

（2人）

市民クラブ

（2人）

市民ネット

（1人）

無会派

（1人）

1月30日 レンタカー 27,200 9,067 9,067 4,533 4,533

1月31日 駐車料金 1,000 333 333 167 167

1月31日 燃料費① 2,000 667 667 333 333

1月31日 燃料費② 7,445 2,482 2,482 1,241 1,241

30日～31日 高速料金 19,900 6,633 6,633 3,317 3,317

57,545 19,182 19,182 9,591 9,591

R7.1.30～31会派視察　費用按分表

合計
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市議会公明党行政視察報告書 

【視察研修項目】教育相談室・子どもサポートルーム「エスパル」について 

【視察場所】  大阪府岸和田市 

【日程】  令和７年１月３０日（木）１３：３０～１５：３０ 

【視察目的】  コロナ禍の影響もあり、不登校児童生徒の増加に歯止めのか

からない状況で、解決に向けた取組を調査研究するため。 

【参加者】  〇市議会公明党：田口文数・糸魚川伸一 

 〇市民クラブ：櫛松直子・松﨑誠 

 〇市民ネット：黒田ところ 

 〇無会派：園原武嗣 

 

【岸和田市の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸和田市（きしわだし）は、大阪府の

泉南地域に位置する市。施行時特例市

に指定されている。 

岸和田藩の城下町を基礎に発展した

工業都市。大阪府泉南府民センターが

置かれ、泉南地域における行政の中心

である。行政の特徴として、永住外国

人と国内在住期間が３年を越え満１

８歳以上で３ヵ月以上市内に住む「定

住外国人」に住民投票の投票権（参政

権ではない）を認めている。市のキャ

ッチフレーズは「世界にいちばん近い

城下町」。泉州地域で唯一施行時特例

市に指定されている。 

岸和田だんじり祭の都市である。 

面積 72.72km2 

総人口 184,195人 

（推計人口、2025年 1月 1日） 

人口密度 2,533 人/km2 
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【視察研修内容】 

 

■令和６年度岸和田市教育重点施策 

・学力向上の問題もあるが、児童生徒の発達を支える指導にも注力 

 →不登校児童生徒支援体制の充実 

 

■教育相談室について 

・学校の校長先生ＯＢが担当 

・学校、学習、不登校、いじめ等子育ての悩みを相談 

・電話での対応が多い 

・児童精神科医が月に１度入り医学的な観点からの助言を行う 

 

■子どもサポートルーム「エスパル」について 

◎幼稚園の園舎を利用 

◎利用時には学校は出席扱い 

◎小集団活動 

・岸和田市在住の小学校５年生から中学校３年生までが対象 

 ・５名程度の少ない人数での活動（ゲーム・散歩）を通して人と関わる練習 

◎個別対応 

・予約制 

 ・小学校４年生以下はこちらで対応。中学校３年生まで対象。 

・対話・勉強を中心に個々にあわせた活動 

◎学校との連携について 

・専用の様式に基づき情報共有 

 ・学期に１回、担任連絡会と学校連絡会の実施 

 ・社会見学、体験行事への参加 

  ミカン狩り、芋堀、工場見学、科学博物館 

◎小集団活動に参加できない児童生徒への対応について 

 ・スタッフと１対１でのオンライン対応 

◎保護者とのエスパルでの面談 

 ・保護者に来校してもらい、エスパルでの様子などを伝える 

◎オンラインエスパル 

 ・グーグルミートを使用してオンラインでも対応 

・個別と小集団を用意 

  →個々の状態に合わせ対応 
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■メタバースの使用について 

有効であると認識しているが、まだ検討段階 

府内で先進的に使用している市町を視察し研究中 

 

■不登校にならないためにはどうしたら良いか「リーフレット」の作成 

→教育委員会が作成、各学校へ配布・周知 

◎リーフレット：「岸和田市チームで取り組む不登校への対応」  

８つのキーワード 

① より良い学校づくり 

② 不登校は問題行動ではない 

③ 社会的自立の尊重 

④ 民間連携  

→フリースクールとの連携 

⑤ 学校内外の学びの場を作る  

→学校には行けても教室には入れない児童生徒に対応 

⑥ ひとりひとりに合った支援 

⑦ 夜間中学校の配置 

⑧ さまざまな方が学べる環境の整備 

・５つのレベルに応じた不登校児童生徒への対応チャート 

児童生徒をいかに不登校にさせないか、児童生徒が学校を休みはじめたらど

う対応したら良いか等の対応について。 

 

【まとめ】 

・教育相談室の担当は学校の校長先生ＯＢが担当されており安心感があると感

じました。また、月に１度、カウンセラーとして児童精神科医が入り、医学的

な観点から医療的ケアが必要であるなど専門的な助言が行われていることは

大変素晴らしい取組であると感じました。 

・子どもサポートルーム「エスパル」について、人とかかわる練習として小集団

での活動をはじめ、個別での対応もされており、寄り添った取組がされていま

した。また、対面のみでなくオンラインでの取組も小集団と個別対応で進めら

れており素晴らしいと感じました。 

・岸和田市での課題として、支援人材の確保、また、子どもが発信するＳＯＳを

受け止められる大人づくりをあげられていましたが、当市においても重要で

あると感じました。 

・不登校の子どもたちが学校に来ることではなく、将来自立した大人になること

を最終目標としていることを一貫して感じました。 
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市議会公明党行政視察報告書 

【視察研修項目】 わかやまリノベーションについて 

【視察場所】  和歌山県和歌山市 

【日程】  令和７年１月３１日（金）１０：００～１２：００ 

【視察目的】  リニア中央新幹線の開業を控えた当市において、まちづくり

について独自の取組をしている事例を調査研究するため 

【参加者】  〇市議会公明党：田口文数・糸魚川伸一 

〇市民クラブ：櫛松直子・松﨑誠 

〇市民ネット：黒田ところ 

〇無会派：園原武嗣 

 

【和歌山市の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県人口の約４０％が暮らしている。

中世には海南市の一部とともに「雑

賀の里」と称された。江戸時代には

徳川家の御三家の一つである紀伊

徳川家が治める和歌山藩の城下町

として栄え、「若山」とも表記され

た。戦前には、中心市街地のぶらく

り丁商店街は大阪・ミナミと比肩す

る繁華街として栄華を極めた。 

面積 208.85 ㎢ 

総人口 345,973 人 

（令和６年４月１日 現在） 
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【視察研修内容】 

 

■市街地の変遷 

・高度経済成長期を経て人口集中地区が郊外に向け３倍に拡大 

 →まちなかの空洞化 

・立地適正化計画を実施 

・コンパクトシティーを目指す 

 

■官民の遊休不動産等を活用したまちなかの再生への取組 

◎まちなか再生に向けたプロジェクト 

・まちなかへの大学誘致 

かつては学生県外就職率全国ワースト１だった 

→大学誘致により７．１％改善 

・県内で働ける学部や学科をもつ大学を中心に５つの大学を誘致 

→２,２００人の学生がまちなかに通学 

 

◎公共施設の再編 

・城前広場 

→市役所前の銀行跡地を城前広場として整備 

・和歌山城ホール 

   →老朽化した市民会館を中学校跡地に新築移転 

   →９５０人収容のホール 

→まちに開かれた店舗設営など開放的な空間を創出 

・リノベーションスクールの開催 

  平成２５年以来１０回開催 

   →２６０人が受講 

   →スクールをきっかけに家守会社６社が設立 

   →民間活動の活発化 

   →都市再生推進法人の指定：１３団体 全国一の団体数 

 

◎駅前地区の再開発 

・日常の豊かさを追求 

 メインターゲットを住民にしぼる 

   →市民にとってメリットのあるストーリーを考える 

    豊かなライフスタイルの形成 

 



3 

 

・開発のキーワード 

   ①ミクストユース：仕事・生活・遊び等を混在させシームレスに 

   ②ローカルファースト：地域食を集積した食品売り場 

   ③まちの居場所：従来の駅ビルとは異なる閉じた場から開く場へ 

 

◎居心地がよく歩きたくなるまちなかの実現 

・まちなかの回遊拠点 

  他用途で使われていた場所を市民にとって開かれた居心地の良い空間に 

・官民連携のまちづくり 

  都市再生推進法人による公共空間の活用 

 

◎効果 

・子育て世代を中心に人口が増加 

・エリア価値の向上→公示地価の上昇 

 

【まとめ】 

・実際の空き物件を教材に、どう使うか事業計画をたて、実践と座学で学ぶリノ

ベーションスクールの開催をきっかけに、民間の活動が活発化し、１３の都市

再生推進法人が団体指定され、全国一の団体数となりました。たし算ではなく

かけ算的にまちが活性化したことが大変勉強になりました。 

・商業施設や図書館についてメインターゲットを住民とし、住民にとってメリッ

トのあるストーリーを考えていました。 

・従来の駅ビル的な考え方ではなく、生活に必要な機能を混在させ、意図的にロ

ーカル色を出すことによって、地元に愛着をもてるまちづくりがされていま

した。 

・全てにおいて中心となる考えに、「住民にとって居心地の良さ」があることに

感銘を受けました。 

・行政の役割として、市民が自発的に活動できるきっかけをつくり、環境整備を

したことでまちに活気があふれ、効果として居住人口の増加や公示地価の上

昇などがあり、成功モデルであったと考えます。とても参考になりました。 


